
 

 

 

 

１，２年生が主体となった新体制での部活動は、熱中症対策で思うように練習ができなかった毎日でし

た。そんな中、３年生からバトンを受け継いだ２年生が良き手本を示しながら後輩をリードし、市中新人

大会では素晴らしい二中生の活躍となりました。勝敗に関わらず、チームの良さや課題が明確となった実

りある大会となりました。今後の日常生活や部活動にしっかりとつなげていきましょう。 

そして、１０月１２日（木）は延期となっている体育祭です。二中生一人一人の力を結集し、素晴らしい

体育祭を創ってくれることを期待しています。 

◆◆◆◆◆ 団体戦結果（★南ブロック大会・決勝大会） ◆◆◆◆◆ 

結  果 部    名 

優 勝 男子ソフトテニス部★  女子ソフトテニス部★ 

準優勝 
サッカー部★  女子バドミントン部★  卓球部男子★  

男子水泳部 

第３位 
男子バレー部★  男子バドミントン部★ 

男子バスケ部 女子バレー部 なぎなた部 

第５位 美術部 

◆◆◆◆ 個人戦結果（★南ブロック大会・決勝大会）その１ ◆◆◆◆ 

部  名 結         果 

男子バドミントン部 シングルス 

ダブルス 

竹田 誓士さん 第５位★        

滝口 健太さん・山川  翔さんペア 準優勝★                                 

女子バドミントン部 シングルス 

ダブルス 

佐藤 彩凪さん 優勝★     

朝倉 千捺さん・佐藤 七星さんペア 優 勝★   

五十嵐陽依さん・鈴木 瞳さんペア  第５位★  

男子ソフトテニス部  佐藤 優守さん・長谷川 蓮さんペア 準優勝 

清野  蘭さん・奥山 伊織さんペア ベスト８  

女子ソフトテニス部  伊藤 吏咲さん・會田 玲愛さんペア 優 勝 

庄司唯莉愛さん・小林 由依さんペア 準優勝   

卓球部 男子 

 

 

 

女子 

谷田部千瑛さん 準優勝★   

齋藤 直輝さん ベスト８★   

安孫子卓弥さん ベスト８★  

宮脇 健吾さん ベスト１６  

木村  結さん ベスト１６  

剣道部 女子 布施  椿さん ベスト８★ 

なぎなた部 演技競技 

 

個人試合 

栗村 優里さん・矢口南海花さんペア 第３位 

 まどかさん・田中 結理さんペア 第３位  

寺嶋 茉優さん 第３位  
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◆◆◆◆ 個人戦結果（★南ブロック大会・決勝大会）その２ ◆◆◆◆ 

部  名 結         果 

水泳部 

 

 

 

 

 

 

男子リレー 

 

 

 

男子共通 

男子１年 

 

 

 

 

 

男子２年 

 

 

 

 

 

 

女子２年 

４００Ｍメドレーリレー 優 勝   

大石 倖蔵さん・山口 竜葵さん・佐藤 晴彦さん・小池  遼さん 

４００Ｍ フリーリレー 優 勝   

山口 竜葵さん・大石 倖蔵さん・小池  遼さん・佐藤 晴彦さん 

４００Ｍ自由形     優 勝  山口 竜葵さん  

２００Ｍ個人メドレー  優 勝  大石 倖蔵さん 

 ５０Ｍ背泳ぎ     優 勝  大石 倖蔵さん 

１００Ｍ平泳ぎ     第３位  森谷 飛友さん 

 ５０Ｍバタフライ   第４位  田中 瑛太さん 

 ５０Ｍ背泳ぎ     第５位  森谷 飛友さん 

※大石 倖蔵さん 優秀選手賞（※１年生の優秀選手に贈られます） 

２００Ｍ自由形     優 勝  小池  遼さん 

２００Ｍ個人メドレー  優 勝  山口 竜葵さん 

１００Ｍ自由形     優 勝  佐藤 晴彦さん 

１００Ｍ自由形     準優勝  小池  遼さん 

２００Ｍ個人メドレー  準優勝  佐藤 晴彦さん 

２００Ｍ個人メドレー  第５位  松田 海翔さん 

１００Ｍバタフライ   第６位  松田 海翔さん 

２００Ｍ背泳ぎ     優 勝  鈴木 心菜さん 

１００Ｍ自由形     優 勝  鈴木 心菜さん                                

陸上部 男子 

 

 

女子 

２年１００ｍ  安達 温翔さん 第５位 

共通１１０ｍＨ 安達 温翔さん 優 勝 

共通８００ｍ  安藤 春輝さん 第８位 

２年１００ｍ  濱野歌里奈さん 第３位 

中野 優沙さん 第５位 

２年１００ｍ  佐藤 愛羽さん 優 勝 

        村田 真暉さん 準優勝 

共通２００ｍ  佐藤 愛羽さん 優 勝 

共通８００ｍ   木村 汐里さん 第７位  

共通１５００ｍ 木村 汐里さん 第６位 

共通１００ｍＨ 中野 優沙さん 準優勝 

        武田 望愛さん 第８位 

共通走幅跳   村田 真暉さん 優 勝 

共通４×１００ｍリレー         優 勝 

濱野歌里奈さん・村田 真暉さん・中野 優沙さん・佐藤 愛羽さん 

美術部  高梨 汐織さん 優良賞 

◆◆◆◆◆◆ 第６６回東北吹奏楽コンクール結果 ◆◆◆◆◆◆ 

部  名 結         果 

吹奏楽部 中学校小編成の部 銀賞  曲名「東北地方の民謡によるコラージュ２０１１」 

作曲 櫛田 胅之扶 

 

＊＊特別国民体育大会かごしま国体出場おめでとうございます＊＊ 

※陸上部の３年林谷さくらさんは、１０月１３日（金）から鹿児島県で開催される「特別国民体育

大会かごしま国体陸上競技」に山形県代表選手として出場します。「少年女子Ｂ１００ｍ」と

「４×１００ｍリレー」の２種目で出場します。国体という大舞台で頑張ってきてください！ 



生徒会スローガン「皆花」 

＊ボランティアの花が咲いています＊ 

【地域プロジェクト】「温かい心を広げていくための取り組み」 

今年度山形二中生徒会は、【地域プロジェクト】として、「温かい心を広げていく取り組み」を展開して

います。思いやりを地域にも広げることで、地域に根ざした学校を目指しています。 

夏休みは、自分が住んでいる町区を越えて、多くの二中生が自ら進んで地域の奉仕作業に参加してくれ

ました。 

先日、「ゴミ拾いプロジェクト」として次の２つのねらいのもと通学路のゴミ拾いを行いました。 

１ 通学路のゴミ拾いを通して、地域の方に感謝の気持ちを表します。 

２ 社会に貢献し、過ごしやすい環境をつくります。 

今後も地域の活動に積極的に参加し、ボランティアの花を皆で更に大きく咲かせていきましょう。 

 

地域とともにある学校づくり 

＊PTA 活動へのご協力ありがとうございます＊ 

８月２９日（火）ＰＴＡ文化部「ＰＴＡだより１６４号編集会議」 

９月 ９日（土）ＰＴＡ保体部「グラウンド除草作業」 

９月１９日（火）と２１日（木）ＰＴＡ社会部「校外巡視活動」 



第６２回県少年の主張大会－いま伝えたい私のメッセージー 

＊ブロック大会出場＊ 

「変わらない夢」 

                       ３年 笹原麻美 

 

「はい、もっと手を挙げて。そろえて。もう１回。」今日も母の声が

スタジオに響きます。私は３歳の頃からダンスを習っています。私の両

親はダンスのインストラクターで、私は両親が働いているダンススタジ

オに通っています。両親がインストラクターということもあって、生活

の中に当たり前のようにダンスがあるような毎日です。 

小学四年生の、二分の一成人式の時のことです。将来の夢について考える機会がありました。自分は何

になりたいのか、それまでは真剣に考えたことはありませんでした。そして改めて「夢」について考えた

時、ふと両親の姿が頭に浮かびました。毎日のように振り付けを作り、練習をし、生徒に教えている姿で

す。私は、「自分が作った振り付けを生徒に教えて、ダンスの楽しさを知ってほしい。」という夢をもちま

した。その当時は、心の隅にある小さな夢でしたが、その思いは今でも変わらず、本気で叶えたい夢にな

りました。 

「ファイブ、シックス、セブン、エイト。」「私、右に行くね。」 

「せーの」 

仲間と振り付けの練習をしている時、私たちは、互いに確認しながら動きがそろうように練習を重ねます。

長年、一緒に踊ってきた仲間は、目を合わせるだけで通じ合うことができます。動きと心がぴったりと合

った時、何とも言えない喜びを味わえるのは最高の瞬間です。また、ダンスの良さは、見ている人に感動

を与えられることです。毎年、私のスタジオでは発表会を行っていますが、観客のみなさんから「勇気を

もらえた。」「涙がでてきた。」などの言葉を頂きます。私はそれを聞いて、とても嬉しく思うと同時に、ダ

ンスは人に何かを伝えられる価値ある表現の一つだと改めて思いました。 

 中学生になって、その夢の実現を真剣に考え始めたある日、養成クラスの先生から、 

「このクラスのアシスタントをしてみない？」 

と声をかけられました。私は 

「やります！」 

と即座に答えました。ところが、実際にやってみると、小さい子供たちは好き勝手に騒ぎ、全員をまとめ

るのはとても大変でした。いざ教える立場になってみると、先生方の苦労がよくわかりました。私の見え

ないところで先生方は、教え方を工夫して考えていたのです。私がレッスンを受けた養成クラスではダン

スの技術だけではなく、人に対する礼儀や周りを見て行動することなど厳しく教えられました。今は、と

ても大切なことを教えてもらったと感謝しています。このようなことを身に付けてこそ人にものを教えら

れるということ、見えないところで努力をすることを学びました。 

見えない努力と言えば、母の何気ない言葉を思い出します。 

「この振りを作るのに３時間かかったんだよね。」と。 

「えっ、こんなに短い部分なのに３時間！」と私は驚いて聞きました。 

「生徒たちが踊りやすいように流れを作って振りを決めているんだよ。」と穏やかな表情で教えてくれまし

た。特別なことでもなんでもなく、当たり前のように、さらりと母は言いました。何気ない言葉でしたが、

今でも印象に残っています。 

今私は、将来の夢は「インストラクター」と自信をもって言えます。ただ踊ることだけではない、生徒の

ことを第一に考えるインストラクターです。スタジオに通う生徒の夢がたとえダンス関係でなくても、そ

の過程を思う存分楽しみ、そこから何かしら自信をもって取り組める力をもった生徒を育てたいです。大

きな大きな夢ですが、人として魅力のあるインストラクターを目指します。 

 

 

※３年笹原麻美さんは、県少年の大会の山形市大会で入賞し、ブロック大会へ出場しました。 


